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テーマ・事業名
誰でも安心して安全に暮らせるまちづくりプロジェクト

【事業費予算　　１，７００千円】

事業目的・概要

【目的】
地域防災力強化・自主防災組織結成率向上を目指し，自治会長等の勉強会・情報交
換会を開催するなど，災害時に地域が主体的に行動できる体制づくりを支援すること
で、安全で安心に暮らせるまちづくりを推進する。

【概要】
≪防災教室の開催≫
○地域防災力向上に向け、区内自主防災組織結成率の向上を目指す。
○江南区で起こりうる災害を想定して、災害発生時に、それぞれの地域において「危険
を察知し主体的に行動」するためにはどうすればいいのかをテーマとする「防災教室」
を開催。
○自主防災組織結成の核となる、区内全自治会・町内会の会長等を対象とすること
で、早期の結成につなげるとともに、既結成組織においても活動の活性化を図る。
○水害や大地震による被害を想定した小学校区ごとの防災カルテを配布するなど、実
践的な行動に役立つ内容とした。

≪反射材の配布≫
○健康意識の高まりから増加傾向にあるウォーキング実施者など、夜間の歩行者の安
全を確保するため、車のヘッドライトに反射する反射素材のタスキなどを、スポーツイベ
ントなどを通じて配布する。

事業の実施実績
（実施回数，参加者数など）

≪防災教室≫
○対　　　象：区内全自治会・町内会の会長及び防災担当役員など
○開催日等：平成２７年１０月２６日、２８日　区内３会場　　参加者９９名
○内容等：受講者参加型、クロスロード（※）方式による防災研修

≪反射材の配布≫
○区実施のスポーツイベントなどを通じて区民等に配布

事業の評価

地域の安心安全が着実に前進するようターゲットを絞り込んだことで、単なる啓発にと
どまらず、それぞれの地域などでの実践へつなげた。

≪防災教室≫
○クロスロード方式を取り入れた研修により、講師と参加者の一体感が図られ、活発な
意見交換につながった。
○日頃から防災意識の高い団体が多く参加していた様子であり、それ以外の団体をい
かに引き込むかが課題。また、一過性のものに終わらせないようフォローアップが重
要。
○防災教室以降、自主防災組織結成に向けた動きがみられるなど、地域での防災活
動の実践につなげた。

≪反射材の配布≫
○ドライバーからの視点といった反射材の効果を伝えるチラシを作成することで、より
着用してもらえる工夫ができた。

地域課題の抽出方法や企画立案の評価
事業の公益性・実効性・効率性の評価な

ど

備考
（※）クロスロード・・・災害時に重要な判断を要求される際（分かれ道）にどのように判断するかをゲーム
により体験しながら防災について学ぶ


